
保健・体育科学習指導案 
主題   心の発達２／２ 
ねらい ・発達段階に応じて、気持ちを表現する方法が変わっていくことを知る。 
    ・自分と相手の心が健康でいられるコミュニケーションの取り方ができるようになるため 
     に大事なことは何かを考えることができる。 
展開 

学習活動と予想される児童の反応 教師の支援 
０． 前時の復習をする 

 
  
 
１．本時の学習テーマを聞く 
 
 
 
２．発達段階による表現方法の違い 
 
 
 
 
●予想される児童の反応 
＊「赤ちゃんの時」 
 ・動作、声、音、泣く 
＊「幼児～小学校低学年」 
 ・動作、言葉、泣く 
＊「小学校高学年 
 ・動作、言葉 
 
 
３．発達段階による大事にしたい事の違い 
 
 
 
 
●予想される児童の反応 
＊「赤ちゃんの時」 
 ・いや、うれしい、悲しい 
＊「幼児～小学校低学年」 
 ・自分の気持ちをわかってほしい 
＊「小学校高学年」 
 ・友達とうまくやっていきたい 
 ・おうちの人とうまくやっていきたい 
 
○「赤ちゃんの時」には、気持ちを出せば、すべてまわり

の大人が分かってくれて、気持ちいい状態にしてくれる。 
「幼児～小学校低学年」では、自分の気持ちばかりを伝え

ようとするため、違う意見が出た時に、けんかしたり言い

前時の授業で考えたことを振り

返ることができるように絵や短

冊を貼る。 
 
本時のテーマを提示する 
 
 
 
板書したものや前時に作成した

ワークシートを参考にしながら、

自分の考えを記入するように指

示する。 
 
出された意見のうち、主に何を使

っているかを考えさせ、黒板のそ

の項目に○印をつける。 
 
 
 
 
 
 
意見が出にくい場合は、板書して

いる短冊に注目させ、誰のことを

考えて表現しているのかを考え

るように支援する。 
 
「幼児～小学校低学年」と「小学

校高学年」では、同じ動作と言葉

を使っても、その中身が違うこと

に気付かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心の発達と表現の変化 

指導案⑫ 

３つのそれぞれの時期に、何を使って自分の気持ち

を相手に伝えていますか？ 
ワークシートに書きましょう。 

３つのそれぞれの時期に、大事にしていることは何

ですか？ 
ワークシートに書きましょう。 



合いになったりする。または、自分の気持ちが思い通りに

ならないと態度で表わす。「高学年」では、相手との関係

を大事にしたいと考えるようになり、どう話そうかと考え

たり、がまんしてみたり、時間をおいたりなど、考えて行

動できるようになることを知る。 
 
 
４．感想を書く 
 

 
 
 
 
 
 
 

  


